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はじめに 

高度医療の進展，地域医療構想の実現や国民の健康へのニーズの多様化等，医療を取り巻

く情勢が変化する中，看護職に期待される能力はますます広範で深くなってきている。 

高等学校における看護教育は，平成 14 年度から５年一貫教育による看護師養成が開始さ

れる等，社会状況に応じ教育の整備・充実が図られてきた。平成 20年には「高等学校の看

護教育に関する検討会」が開催され，高等学校における今後の看護教育の充実・振興を図る

ため，現状と成果について調査・検証を行うとともに，その充実に関する課題について検討

が行われた。 

教育内容・方法における課題として，看護技術や知識に係る応用能力の育成，コミュニケ

ーション能力の育成，看護職への就業意欲や学習意欲の維持等が挙がった。また，教育の質

を確保するためにも，教員の確保と指導力の向上，実習施設確保への取組の必要性，卒業生

のサポートの在り方が提言された。全国の高等学校看護科においては，以降も引き続き課題

意識を持ち改善に向けた取組を行っている。 

 令和４年度（高等学校専攻科看護師課程は令和５年度）からは，高等学校学習指導要領（平

成 30 年文部科学省告示第 68 号）の実施，及び保健師助産師看護師学校養成所指定規則

（昭和 26 年文部省，厚生省令第１号）改正の適用となる。各学校においては双方の改正の

趣旨を踏まえ，教育内容を充実させながら，教育課程の見直しを行ったところである。 

今回，新教育課程実施の参考に資するために，「新たな看護師等養成カリキュラムに対応

した指導の手引き作成のための検討会」を６回にわたって開催し協議を行い，その協議内容

及び意見を踏まえて本書を作成した。 

第１章では，高等学校看護科の現状や課題，本検討会の協議の方向性をまとめている。 

第２章では，特に高等学校の段階で専門性をどこまで求めてよいのか悩むという声も多

いことから，看護実践能力を身に付けていく過程に着目し，育成を目指す資質・能力やその

継続性を踏まえた働きかけ方を例示しまとめた。 

第３章では，学校においては教育課程を軸とし，学校教育の改善・充実の好循環を生み出

すカリキュラム・マネジメントの実現を目指すことが求められていることを踏まえ，看護科

の視点からのカリキュラム・マネジメントの在り方を検討しまとめた。 

第４章では，看護臨地実習について，生徒の生活体験不足等の実態，保健医療を取り巻く

課題（感染症対策，医療安全等），への様々な対応が迫られる中で，特に高等学校の特性も

踏まえながら指導の在り方を検討しまとめた。 

第５章では，今後の授業づくりの参考として，指導例を示している。 

 

本書が，先生方の明日からの実践の参考としていただけることを願っている。 
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第 1章 高等学校看護科を取り巻く現状について 

 

１ 高等学校における看護教育の変遷 

昭和 39年，高等学校への進学率の向上に伴い，教育ニーズに応じた多様な教育の必要性，

看護職員の不足等の社会背景の中，高等学校に衛生看護科が設置され准看護師の養成が開

始された。続いて昭和 43年には，衛生看護科生徒の卒業後の継続教育機関として看護師資

格取得を目的とする専攻科が設置され，高等学校における看護師養成が開始された。 

平成８年になり，厚生省「准看護婦問題調査検討会」において，「現行の准看護婦養成課

程の内容を看護婦養成課程の内容に達するまでに改善し，21 世紀初頭の早い段階を目途に，

看護婦養成制度の統合に努める」と提言がなされるとともに「高等学校衛生看護科について

は，この報告に沿って，詳細について別途検討がなされるべきである」とされた。 

一方，文部省においては，将来を見通して高等学校における看護教育の意義や今後の在り

方及び卒業後の継続教育の在り方等について調査研究するために，平成７年５月より，「高

等学校における看護教育の充実・振興に関する調査研究会議」が設置された。平成９年３月

に，今後の衛生看護科の在り方として，「高等学校における職業教育の意義にかんがみ，衛

生看護科に２年間の専攻科を加えた５年間の一貫した教育を行う看護婦養成機関として位

置付けること等が求められる」と報告がなされた。 

平成 11 年 12 月，保健婦助産婦看護婦学校養成所指定規則の一部が改正され，衛生看護

科に２年間の専攻科を加えた５年間の一貫した教育による看護師養成課程（以下，５年一貫

看護師課程とする）を設けることができるようになった。５年一貫看護師課程は平成 14年

４月から開始され，さらに平成 15年度より，高等学校に設置された看護に関する学科（以

下，看護科とする）において，看護師等の資格取得を目的としない教育課程も可能となった。 

また，平成 28年４月からは，専攻科修了生の大学編入も可能となった。 

 

２ 看護の学科の特徴 

（１）看護師養成制度上の位置付け 

高等学校の専門学科である看護科は，普通教

育と看護に関する専門教育を行うことによって

人格の陶冶を図り，国民の健康の保持・増進に寄

与し得る人材を育成していくことを目指してい

る。 

図 1-1 は看護師養成制度を示している。高等

学校に設置された看護科は，目的に応じて四種

類の課程が位置付けられている。詳細は以下の

通りである。 

 
図 1-1 看護師養成制度 
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①准看護師課程（衛生看護科） 

高校３年間で准看護師試験受験資格を取得する 

②５年一貫看護師課程 

高校３年間に専攻科２年間を合わせた５年間で看護師国家試験受験資格を取得する 

③看護進学課程 

専門教科として看護を学び，高校卒業後に看護系学校に進学する 

④高等学校専攻科看護師課程（２年課程） 

准看護師資格を持った生徒が２年間の教育を受け看護師国家試験受験資格を取得する 

 

（２）生徒数及び学校数の推移 

 図 1-2は，高等学校（本科）に看護科を設置している学校数及び生徒数の年次別推移を示

したグラフである。昭和 58 年度までは厚生に関する学科，昭和 59 年度以降は看護の学科

の学校数・生徒数を示した。 

昭和 59 年度の学校数は 165 校，生徒数は２万７千人であった。その後緩やかな減少が続

いたが，平成 14 年度からは５年一貫看護師課程が多く設置されるようになり，概ね現在の

学校数・生徒数の規模で推移している。 

令和２年度は，看護科（本科）生徒数が約 1万４千人であった。全高校生に占める比率は

0.4％と，高校生全体からみると少数ではあるが，全期間において比率が 0.5～0.4％である

ことから，生徒数は，概ね一定の比率を保ち続けている。 

 図 1-2 看護科の生徒数及び学校数の推移（文部科学省「学校基本調査」を基に作成） 

 

 

 

令和２年度の専攻科生徒数は約７千人，学校数を課程別にみると，准看護師課程 16 校，

５年一貫看護師課程 79校，高等学校専攻科看護師課程６校，看護進学課程３校であった１）。 

 
１）高等学校教育課程研究協議会調査（令和２年５月実施）より 

５年一貫看護師課程（専攻科），高等学校専攻科看護師課程に在籍する生徒の合計人数 7,099 人 

・注１ 高等学校（全日制・定時制）の小学科（本科）において「看護の学科」として挙げられていた学校数・人数 

・注２ 昭和 48～58 年度までは，「厚生に関する学科」の数値のため参考値 

・注３ 「比率」は全高校生数に占める割合 
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３ 看護科の生徒について 

看護科の生徒は，地域の保健医療を支える人材として期待を受けながら，丁寧に指導を受

け成長し学んでいる。看護師・准看護師のいずれの資格試験においても，大学・養成所等を

含めた全体合格率と同等の水準を維持し続けている２）。これらのことから，看護科の生徒の

多くは，看護師になるという進路目標を持ち学んでおり，学校生活への満足度は高い。 

卒業生・修了生の進学・就職状況をみると，准看護師課程卒業者の約９割は看護師資格取

得を目指し，進学している。また，５年一貫看護師課程・高等学校専攻科看護師課程は，い

ずれも約９割が看護師としての就職，次いで看護系の専門学校・大学への進学であった３）。

医療を取り巻く環境及び医療提供者に対するニーズが変遷してきている中，高度専門化す

る知識・技術を身に付けていくため，卒業後も現任者教育や進学等により日々学び続けてい

る。 

生徒の特徴として「真面目，素直」といわれることが多いが，一方で，課題や授業等準備

に追われることにより，ストレスコントロールが難しくなる場合もある。教員は生徒に伴走

しながら，適宜援助を行い関わる必要がある。 

 

４ 教育課程編成上の特徴 

看護師・准看護師の資格取得を目的とする学科は，看護師等養成所として，保健師助産師

看護師学校養成所指定規則（以下，指定規則とする）に定められた教育内容や教育に係る基

準を満たす必要がある。したがって教育課程は，高等学校に必要な教科・科目等に加え，別

表（別表 3-2，3-3，4）に示された教育内容に基づき編成する必要がある。 

教育課程において，別表に定められた教育内容は，高等学校は学習指導要領に基づく専門

教科「看護」として，専攻科は大学設置基準に基づき，各校において教育内容を示した科目

名称のもと，位置付けていく。表 1-1～1-3には，各課程とそれぞれ適用となる別表を示し

ている。 

なお，看護師等養成所としての指定を受けるためには，文部科学省に指定申請を行う必要

がある。申請内容に変更を生じた場合には，その都度，変更承認申請・届出が必要である４）。 

 

 

 

 

 

 
２）厚生労働省発表 令和３年３月新卒者  

看護師国家試験（新卒者全体合格率 95.4％）：５年一貫看護師課程（合格率 95.4％），高等学校専攻科

看護師課程（合格率 95.3％） 

准看護師試験（全体合格率 99.0％）：准看護師課程（合格率 98.8％） 

３） １）と同じ調査 修了生進学率 ５年一貫看護師課程（3.2％），専攻科２年課程（1.8％） 

４）保健師助産師看護師法施行令第十一条（学校又は看護師等養成所の指定），第十二条（学校又は看護師

等養成所に係る指定の申請），第十三条（指定学校養成所の変更の承認又は届出） 
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表 1-1 高等学校専攻科課程（別表 3-2）    表 1-2 ５年一貫看護師課程（別表 3-3）  

 

 

表 1-3 准看護師課程（衛生看護科）（別表 4） 
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５ 課題と検討の方向性 

第１回本検討会において，５年一貫看護師課程における課題と検討の方向性について，

様々な協議を行った。図 1-3はそれらをまとめたものである。 

図上部は，「看護師になるという具体的な進路目標を持ち学んでおり，満足度も高い」と

いった，５年一貫看護師課程における生徒の実態を示した。図下部には，教育の方向性とし

て，看護師養成所として求められる，「多様な場において，多職種と連携して適切な保健・

医療・福祉を提供するための，対象の多様性・複雑性に対応した看護を創造する能力を育成

していく」５）こと，及び，高等学校として求められる，「小中学校での学びを更に発展・拡

充させて，豊かな人間性を備え，社会の形成者として必要な資質・能力を育成していく」６）

ことを示した。  

そして図内側には，今後の課題を示した。一つ目の「看護科で育成したい資質・能力の明

確化」は，高等学校から看護基礎教育を開始し学び続ける生徒が，どのような過程で資質・

能力を身に付け，「何ができるようになるか」を明らかにし指導に生かすことを目指したも

のである。これらの資質・能力を着実に身に付けていくためには，教育効果を最大限に挙げ

ることや，長期的な視点で取り組み，改善していく必要性があることから，二つ目に「持続

可能な教育課程としていくためのカリキュラム・マネジメント」を挙げている。 

さらに三つ目として，新教育課程に対応した指導の参考とするために，「必要とされる資

質・能力を育成するための効果的な指導法の検討」を挙げている。 

これらの検討課題は，互いに関連性を持たせながら協議を行う必要があるため，重なりの

ある中央部に協議の柱としてまとめ示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     図 1-3 課題と検討の方向性 

 
５）厚生労働省「看護基礎教育検討会報告書」令和元年 10 月 15 日  
６）文部科学省「新しい時代の高等学校教育の在り方ワーキンググループ（審議まとめ）」（令和２年 11 

月 13 日）https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/079/sonota/1395249_00003.htm 
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第２章 育成を目指す資質・能力について 

 

教育課程は，各学校において育成を目指す資質・能力を明らかにした上で，未来の姿から

逆算して，現在の学年・教科・単元等でどのような指導を行うべきであるかという長期的な

視点を持ち編成し実施していくことが重要とされている７）。ここでは，高等学校看護科の特

徴を踏まえた，育成を目指す資質・能力について解説する。 

 

１ 教育課程全体を通して育成を目指す資質・能力 

平成 28 年 12 月の中央教育審議会答申を受け，教育課程全体を通して育成を目指す資質・

能力を，ア「何を理解しているか，何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得）」，イ

「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考力・判断

力・表現力等」の育成）」，ウ「どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか（学

びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養）」の三つの柱に整

理するとともに，各教科等の目標や内容についても，この三つの柱に基づく再整理を図るよ

う提言がなされた８）。 

専門教科「看護」においても，高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）に示された育成

を目指す資質・能力を踏まえ，科目の目標・内容等の見直しや授業の創意工夫，教材の改善

を試みながら，新教育課程実施に向けた準備を行っているところである。 

そのような中，看護基礎教育の養成機関としての側面からも，育成を目指す資質・能力を

確認し，高校生の発達の特性に合わせ，成長を捉えていく必要があるのではないかという意

見が出された。そこで，生徒が卒業，あるいはその後まで，どのような段階・過程を経て学

んでいくかについて可視化を試みることにした。 

 

２ 看護師に求められる実践能力に基づく「学びの過程」 

（１）看護師に求められる実践能力 

看護科においては，看護職者として生涯学び続け専門性を深めていくための着実な土台

作りや，社会的・職業的自立に向けて必要な資質・能力を育成していくことが求められる。

厚生労働省において開催された看護基礎教育検討会では，将来を担う看護師に求められる

能力として，「看護師に求められる五つの実践能力」が再確認され，以下の通り示された９）。 

Ⅰ群  ヒューマンケアの基本的な能力 

Ⅱ群  根拠に基づき，看護を計画的に実践する能力 

Ⅲ群  健康の保持増進， 疾病の予防，健康の回復にかかわる実践能力 

Ⅳ群  ケア環境とチーム体制を理解し活用する能力  

Ⅴ群  専門職者として研鑽し続ける基本能力 

 
７）中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「教育部会における審議のまとめ」ｐ.11 

令和３年１月 25 日 

８）文部科学省「高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説」看護編 ｐ.3 

９）厚生労働省「看護基礎教育検討会報告書」令和元年 10 月 15 日  
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さらに，免許取得前に習得すべきもの及び到達すべき水準として，「看護師に求められる

実践能力と卒業時の到達目標」が検討され示された。図 2-1はその一部である。 

Ⅰ群 ヒューマンケアの基本的な能力 では，A.～D.の４つの構成要素と，１～11 の卒業

時の到達目標が示された。他の看護師の実践能力についても同様に示され，それらは合わせ

て 18の構成要素と，48の卒業時の到達目標からなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 「看護師に求められる実践能力と卒業時の到達目標」Ⅰ群 10） 

 

なお，准看護師課程についても同様に，「准看護師に求められる実践能力と卒業時の到達目

標」が示されている。 

 

（２）「学びの過程」について 

本検討会では，「看護師に求められる実践能力と卒業時の到達目標」を参考とし，高校

入学後から５年間で看護師に求められる実践能力を着実に身に付けていくことについて，

学んでいく姿を可視化していくことにした。そのような経緯のもと作成した表が，   

表 2-1の「看護師に求められる実践能力に基づく「学びの過程」」（以下，「学びの過程」

とする）である。 

「学びの過程」は，それぞれの卒業時の到達目標について，ありたい姿を，専攻科２年

生（卒業時）を段階５，高校１年生を段階１とし，五つの段階に分け表現した。なお各段

階の内容や達成時期は，学校の教育課程や実態により多様であることも想定されるため，

（試案）として示している。 

 
10）令和２年 10 月 30 日「看護師等養成所の運営に関する指導ガイドラインについて」の一部改正について

(医政発 1030 第１号)別表 13 の一部を転載 
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表 2-1 看護師に求められる実践能力に基づく「学びの過程」（試案） 

 

5 4 3 2 1

1
対象者の状態を理解するに
必要な人体の構造と機能に
ついて理解する

対象者の状態を，各機能の
正常異常とその影響を踏ま
えて総合的に考え，判断し
ている

対象者の状態を，各機能の
正常異常とその影響を踏ま
えて考え，判断している

対象者の身体状態につい
て，各機能の正常異常を踏
まえて考え，判断している

対象者の身体状態につい
て，体の構造や機能と結び
付けて考え，判断している

生物体としての人体の構造
と機能を理解している

2

胎生期から死までの生涯各
期の成長・発達・加齢の特
徴に関する知識をもとに対
象者を理解する

生涯各期の成長・発達段階
や加齢の特徴に関する知識
をもとに，対象者を理解し
ている

生涯各期の成長・発達段階
や加齢の特徴に関する知識
を活用し，対象者を理解し
ている

人々の成長・発達段階や加
齢による影響を踏まえ，対
象者の背景を考えている

人々の成長・発達段階や加
齢による影響を踏まえ，関
わりのある人々について理
解している

人々の各期の成長・発達段
階についての知識を踏ま
え，身近な人々を理解して
いる

3
対象者を身体的・心理的・
社会的・文化的側面から総
合的に理解する

対象者を身体的・心理的・
社会的・文化的側面から総
合的に理解している

対象者の多様性を尊重し，
身体的・心理的・社会的・
文化的側面から総合的に理
解している

援助の対象者の多様性を尊
重し，身体的・心理的・社
会的側面から総合的に理解
している

援助の対象者について身体
的・心理的特徴に関する情
報を集め，科学的な根拠の
もと理解している

自己及び他者の心理的・社
会的特徴に関する情報を集
め，科学的な根拠と結びつ
け理解している

B.実施す

る看護に

ついての

説明責任

4

実施する看護の根拠・目
的・方法について対象者の
理解度を確認しながら説明
する

看護の根拠・目的・方法に
ついて，対象者の理解度に
合わせ，同意が得られるよ
う説明している

看護の根拠・目的・方法に
ついて，対象者の理解度に
合わせた説明をしている

看護の根拠・目的・方法に
ついて，対象者の理解度を
確認しながら説明している

看護の根拠・目的・方法に
ついて対象者に説明してい
る

看護の根拠・目的・方法に
ついて理解している

5
看護職としての倫理観を持
ち，法令を遵守して行動す
る

看護職としての倫理観を持
ち，法令を遵守し，倫理的
判断に基づき行動している

看護職としての倫理観を持
ち，法令を遵守して行動し
ている

看護職としての倫理観や法
令を，看護の実践と結び付
けて考えている

看護職としての倫理観や法
令について理解している

看護における倫理の意味や
意義について理解している

6

対象者の尊厳を守る意義を
理解し，価値観，生活習
慣，慣習，信条等を尊重し
た行動をとる

対象者の尊厳を守り，対象
を尊重した看護を提供して
いる

対象者の尊厳を守り，対象
を尊重した看護について考
え，行動している

対象者の尊厳を守り，対象
を尊重し行動している

対象者の尊厳や多様な価値
観・生活習慣等について理
解している

対象者の尊厳を守る意義を
理解している

7
対象者の情報の取扱い及び
共有の方法を理解し，適切
な行動をとる

対象者の情報の取扱い及び
共有について，そのリスク
を予見し回避するため，適
切に行動している

対象者の情報の取扱い及び
共有の方法を理解し，規則
を守り行動している

対象者の情報の取扱い及び
共有の方法について理解し
ている

対象者の情報に関する義務
（守秘義務）について理解
している

個人情報とその内容につい
て理解している

8
対象者の選択権及び自己決
定権を尊重し，対象者及び
家族の意思決定を支援する

対象者の自己決定権を尊重
し，対象者及び家族が十分
に理解し，意思決定ができ
るよう支援している

対象者が意思決定するため
に必要な情報や支援を判断
し，提供している

対象者の意思決定を支援す
るために必要な情報を提供
している

対象者の意思決定を支援す
るための，看護職者の役割
について理解している

対象者の自己決定権につい
て理解している

9
対象者と自分の境界を尊重
しながら関係を構築する

対象者と自分の境界を尊重
しながら良好な関係を構築
している

対象者の理解とともに自己
理解を深め，対象者と自分
の境界を尊重しながら関係
を構築している

対象者の理解とともに自己
理解に努め，対象者を尊重
ながら関係を構築している

自分の特徴・傾向の理解に
努め，対象者の立場に立っ
て関わっている

自分の特徴・傾向の理解に
努め，対象者への影響を考
えながら関わっている

10
対人技法を用いて，信頼関
係の形成に必要なコミュニ
ケーションをとる

対象者や状況に合わせた
様々な対人技法を用いて，
信頼関係の形成に必要な円
滑なコミュニケーションを
とっている

対象者に合わせた対人技法
を用いて，信頼関係の形成
に必要なコミュニケーショ
ンをとっている

対人技法を用いて工夫しな
がら，信頼関係の形成に必
要なコミュニケーションを
とっている

基本的な対人技法を用い
て，信頼関係の形成に必要
なコミュニケーションを
とっている

コミュニケーションが信頼
関係の形成に必要であるこ
とを理解している

11
必要な情報を対象者の状況
に合わせた方法で提供する

必要な情報を対象者の状況
に合わせた方法で提供して
いる

必要な情報を提供するため
に，対象者の状況に合わせ
た様々な方法を活用し，提
供している

対象者に必要な情報を提供
するための様々な方法を知
り，活用し提供している

対象者に必要な情報を見出
し，提供している

対象者に情報提供をするこ
とで得られる効果を理解し
ている

12
健康状態のアセスメントに
必要な客観的・主観的情報
を系統的に収集する

健康状態のアセスメントに
必要な客観的・主観的情報
を系統的に収集している

健康状態のアセスメントに
必要な客観的・主観的情報
を系統的に収集している

対象者について，健康状態
のアセスメントに必要な客
観的・主観的情報について
系統立てて考え，収集して
いる

健康状態のアセスメントに
必要な客観的・主観的情報
を，情報の意味を考えなが
ら収集している

健康状態のアセスメントの
ために，客観的・主観的情
報を収集している

13
情報を整理し，分析・解
釈・統合し，看護課題の優
先順位を判断する

情報を整理し，分析・解
釈・統合し，看護課題の優
先順位を判断している

対象者から収集した情報を
整理し，分析・解釈・統合
し，看護課題を見出してい
る

対象者から収集した情報を
整理し，分析・解釈・統合
して全体像を把握している

対象者から様々な情報を収
集し，整理した上で情報を
解釈している

看護の実践において取集し
た情報を整理し，その意味
を考えている

14
根拠に基づき対象者の状況
に応じた看護を計画する

根拠に基づき対象者の状況
に応じた看護を計画してい
る

根拠に基づき対象者の状況
に応じた看護を計画してい
る

対象者の状況に応じた援助
を計画・実践し，その結果
を，根拠を明らかにして振
り返っている

対象者の状況に応じた援助
を計画・実践し，その成果
を振り返っている

対象者の状況に応じた援助
を計画し，実践する必要
性・意味を理解している

15

看護計画の立案にあたっ
て，対象者を含むチームメ
ンバーと連携・協働する必
要性を理解する

看護計画の立案にあたっ
て，対象者を含むチームメ
ンバーと連携・協働してい
る必要性を理解している

看護計画の立案にあたっ
て，対象者を含むチームメ
ンバーと連携・協働してい
る必要性を理解している

援助を計画・実践するにあ
たって，対象者を含むチー
ムメンバーと連携・協働す
る必要性を理解している

援助にあたっては，目的に
応じて対象者やチームメン
バーとの協働も想定し計画
している

対象者の立場を考え，援助
を実施する必要性を理解し
ている

16
計画に基づき看護を実施す
る

計画に基づき看護を実施し
ている

計画に基づき看護を実施・
評価・再検討している

援助の目的や状況に応じて
計画を立案し，実施してい
る

援助の目的や状況に応じて
手順を考え，実施している

援助について，手順書を正
確に理解した上で実施して
いる

17

対象者の状態に合わせて，
安全・安楽・自立／自律に
留意しながら看護を実施す
る

対象者の状態に合わせて，
安全・安楽・自立／自律に
留意しながら看護を実施し
ている

対象者の状態に合わせて，
安全・安楽・自立／自律に
留意しながら看護を実施し
ている

対象者の状態に合わせて，
安全・安楽に留意しながら
看護を実施している

対象者の安全・安楽に留意
しながら看護を実施してい
る

対象者の安全・安楽に留意
しながら看護を実施してい
る

18
実施した看護の結果を評価
し，必要な報告を行い記録
に残す

実施した看護の結果を評価
し，必要な報告を行い記録
に残している

実施した看護の結果を評価
し，必要な報告を行い記録
に残している

実施した看護の結果を評価
し，報告を行い記録してい
る

実施した看護について目的
の達成度を考え評価し，記
録に残し報告している

実施した看護を振り返り，
記録している

19
評価に基づいて計画の修正
をする

評価に基づいて計画の修正
をしている

評価に基づき計画の修正を
している

実施した看護の結果を評価
し評価から改善点を考え，
次の計画に反映させている

実施した看護について目的
の達成度を考え評価し，改
善点を考えている

実施した看護を振り返り，
改善点を考えている

20
生涯各期における健康の保
持増進や疾病予防における
看護の役割を説明する

生涯各期における健康の保
持増進や疾病予防における
看護の役割を考え，判断し
ている

様々な人々の生涯各期にお
ける健康の保持増進や，疾
病予防における看護の役割
を多面的に捉え考えている

援助の対象者について，身
体状況や発達段階，背景な
どから健康の保持増進や疾
病予防の方策について考え
ている

身近な人について，生涯各
期を見通して，健康の保持
増進や疾病予防について考
えている

身近な人について，現在の
生活の特徴を理解し，健康
保持増進・疾病予防の方策
の必要性について考えてい
る

21
環境が健康に及ぼす影響と
予防策について理解する

環境が健康に及ぼす影響と
予防策について理解してい
る

環境が健康に及ぼす影響を
把握・予測し，その予防策
を考えている

援助の対象者について，環
境が健康に及ぼす影響と予
防策を考えている

身近な人について，環境が
健康に及ぼす影響を把握し
予防策を考えている

環境が健康に及ぼす影響を
理解している

22

対象者及び家族に必要な資
源を理解し，健康の保持・
増進に向けた生活に関する
支援を行う

対象者及び家族に必要な資
源を理解し，健康の保持・
増進に向けた生活に関する
支援を行っている

対象者及び家族に必要な資
源を理解し，健康の保持・
増進に向けた生活に関する
支援を行っている

対象者の健康の保持増進に
向けた生活支援において，
必要な資源を考え活用して
いる

身近な人について，健康の
保持増進に向けた生活支援
において必要な資源を考え
活用している

社会における自立のための
生活や健康に関する支援策
を理解している

23

急速に健康状態が変化する
（周術期や急激な病状の変
化，救命救急処置を必要と
している等）対象の病態
や，治療とその影響につい
て理解する

急速に健康状態が変化する
（周術期や急激な病状の変
化，救命救急処置を必要と
している等）対象の病態
や，治療とその影響につい
て理解している

急速に健康状態が変化する
対象の病態や，治療とその
影響について理解している

身体状態が急激に変化する
状態の病態や治療について
理解している

身体状態が急激に変化する
状態の病態や治療について
理解している

自分や身近な人について，
身体的・心理的・社会的状
態などは，連続性を持ちつ
つ変化していることを理解
している

24
基本的な救命救急処置の方
法を理解し，模擬的に実践
する

基本的な救命救急処置の方
法について，実際の活用場
面を想起した方法を理解し
た上で実践している

基本的な救命救急処置につ
いて，状態に即した方法を
理解し，模擬的に実践して
いる

基本的な救命救急処置につ
いて，手順を根拠とともに
理解している

急変者の状態や一次救命処
置などの必要性及び手順に
ついて理解している

急変し救命が必要な状態に
ついて想起している

25
健康状態の急速な変化に気
付き，迅速に報告する

健康状態の急速な変化に気
付き，その変化の裏付けと
なる情報を収集し適切に報
告している

健康状態の急激な変化を，
自ら得た情報と結び付け考
え，客観的にまとめること
ができる

援助の対象者について，健
康状態の急激な変化を，バ
イタルサインの変化や検査
結果等客観的な情報と結び
付け考えている

健康状態の急激な変化とバ
イタルサイン，観察して得
られる情報などを結び付け
考えている

健康状態が急激に変化する
状態について想起している

看護
師の
実践
能力

構成要
素

卒業時の到達目標

ありたい姿(段階)

Ⅰ
群
　
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ケ
ア
の
基
本
的
な
能
力

A.対象
の理解

C.倫理
的な看
護実践

D.援助
的関係
の形成

I.健康
の保
持・増
進，疾
病の予
防

J.急速
に健康
状態が
変化す
る対象
への看

護

Ⅲ
群
　
健
康
の
保
持
増
進
，
疾
病
の
予
防
，
健
康
の
回
復
に
か
か
わ
る
実
践
能

力

Ⅱ
群
　
根
拠
に
基
づ
き
，
看
護
を
計
画
的
に
実
践
す
る
能
力

E.アセ
スメン

ト

F.計画

G.実施

H.評価
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5 4 3 2 1

26
合併症予防のために必要な
看護を理解し，回復過程を
支援する

合併症予防のために必要な
看護を理解し，回復過程を
支援している

健康の回復を目指す人々
が，合併症を予防し回復し
ていくために必要な看護を
見出している

援助の対象者について，健
康状態の回復に必要な援助
や治療を理解している

健康状態が急激に変化し，
その後回復に向かう状態を
理解している

健康状態が急激に変化する
状態について想起している

27
日常生活の自立／自律に向
けた回復過程を支援する

日常生活の自立／自律に必
要な援助を見出し実践し，
回復過程を支援している

日常生活の自立／自律を目
指す人々に必要な援助を見
出している

援助の対象者について，健
康状態の回復に必要な援助
や治療を理解している

健康状態が急激に変化し，
その後回復に向かう状態を
理解している

健康状態が急激に変化する
状態について想起している

28
慢性的経過をたどる人の病
態や，治療とその影響につ
いて説明する

慢性的経過をたどる人の病
態や，治療とその影響につ
いて説明している

身体状態が緩やかに変化す
る状態の病態と健康への影
響，治療について理解して
いる

身体状態が緩やかに変化す
る状態の病態や治療につい
て理解している

身体状態が緩やかに変化す
る状態にある人々の身体的
状態を理解し，それらが
人々の心理的・社会的状態
に与える影響について考え
ている

自分や身近な人について，
身体的・心理的・社会的状
態などは，連続性を持ちつ
つ変化していることを理解
している

29
対象者及び家族が健康課題
に向き合う過程を支援する

対象者及び家族が健康課題
に向き合う過程を支援して
いる

人々が健康課題に向き合う
過程に必要な支援を考え，
実践している

人々は健康課題と向き合い
ながら生活を送り，支援が
必要な場合もあることに気
付いている

人々は，社会生活を送る上
でそれぞれ健康課題をも
ち，それらに向き合ってい
ることを理解する

自分や身近な人について，
身体的・心理的・社会的状
態などは，連続性を持ちつ
つ変化していることを理解
している

30

健康課題を持ちながらもそ
の人らしく過ごせるよう，
生活の質（ＱＯＬ）の維
持・向上に向けて支援する

健康課題を持ちながらもそ
の人らしく過ごせるよう，
生活の質（QOL）の維持・向
上に向けて支援している

健康課題を持ちながらもそ
の人らしく過ごせるよう，
生活の質（ＱＯＬ）の維
持・向上に向けて支援して
いる

援助の対象者について，生
活の質の維持・向上を目指
した支援策を考えている

生活の質（ＱＯＬ）を尊重
した生活の大切さに気付
き，それらと健康状態が関
連していることを理解して
いる

多様な人々が地域社会の中
で，個性を生かして生活し
ていることに気付いている

31
急性増悪の予防・早期発
見・早期対応に向けて継続
的に観察する

急性増悪の予防・早期発
見・早期対応に向けて継続
的に観察している

急性増悪が援助の対象者に
与える影響を理解し，急性
増悪の予防・早期発見・早
期対応の視点を持ち観察し
ている

身体状態が緩やかに変化す
る過程で，急性増悪となる
場合について，現れる影響
を考えている

身体状態が緩やかに変化す
る状態の病態や治療につい
て理解している

自分や身近な人について，
身体的・心理的・社会的状
態などは，連続性を持ちつ
つ変化していることを理解
している

32
終末期にある対象者の治療
と苦痛を理解し，緩和に向
けて支援する

終末期にある対象者の治療
と苦痛を理解し，緩和に向
けて支援している

終末期にある対象者の治療
と苦痛を理解し，その緩和
に向けて支援策を考え実践
している

終末期の病態や治療につい
て理解している

終末期にある人々の身体的
状態を理解し，それらが
人々の心理的・社会的状態
に与える影響について考え
ている

自分や身近な人について，
身体的・心理的・社会的状
態などは，連続性を持ちつ
つ変化していることを理解
している

33
終末期にある対象者の意思
を尊重し，その人らしく過
ごせるよう支援する

終末期にある対象者の意思
を尊重し，その人らしく過
ごせるよう支援している

終末期にある対象者の様々
な思いを理解し，対象者の
意思を尊重しながら，その
人らしく過ごすための支援
策を考えている

終末期の人々が持つ様々な
思いを尊重していく必要性
を理解し，その人らしく過
ごすための支援策を考えて
いる

終末期の人々が，様々な思
いとともに，自分らしく生
活していきたいと考えてい
ることに気づき，その支援
に向けた援助の必要性につ
いて考えている

多様な人々が地域社会の中
で，個性を生かして生活し
ていることに気付いている

34

終末期にある対象者及び家
族を多様な場においてチー
ムで支援することの重要性
を理解する

終末期にある対象者及び家
族を多様な場においてチー
ムで支援することの重要性
を理解している

終末期にある対象者及び家
族を様々な場においてチー
ムで支援していく体制を理
解し，支援策を考えている

援助の対象者と，それぞ
れ，保健医療福祉に関する
サービス体制と関係する専
門職者を関連付け理解して
いる

地域社会の保健医療福祉に
関するサービスを関係法規
や関係職種と関連付け理解
している

多様な人々が地域社会の中
で，サービスや環境を生か
し生活していることを理解
している

M.看護
専門職
の役割
と責務

35
看護職の業務を法令に基づ
いて理解するとともに，そ
の役割と機能を説明する

看護職の業務を法令に基づ
いて理解しているととも
に，その役割と機能を説明
している

看護の業務を法令に基づい
て理解し，看護実践の場で
の役割と機能について考え
ている

看護の業務を法令に基づい
て理解し，その役割と機能
について考えている

看護の業務について，様々
な看護実践の場における業
務内容を理解している

看護の専門職と業務，関連
する法令について理解して
いる

36
看護チーム内における看護
師の役割と責任を理解する

看護チーム内における看護
師の役割と責任を理解して
いる

看護チーム内における看護
師の役割と責任を着実に果
たすための具体的な方策に
ついて理解している

看護チームの機能と看護師
の役割を関連づけながら理
解している

様々な医療施設における看
護の組織や看護体制などに
ついて理解している

医療施設における看護の組
織や看護体制を理解してい
る

37

リスク・マネジメントを含
む医療安全の基本的な考え
方と看護師の役割について
説明する

リスク・マネジメントを含
む医療安全の基本的な考え
方と看護師の役割について
説明している

リスク・マネジメントを含
む医療安全の基本的な考え
方と看護師の役割について
説明している

事故発生を予測しながら，
医療安全の基本的な考え方
を踏まえ，行動している

援助の場面において，医療
安全の基本的な考え方を踏
まえ，行動している

看護実践の場に必要な医療
安全の基本的な考え方を理
解している

38
感染防止策の目的と根拠を
理解し，適切な方法で実施
する

感染防止策の目的と根拠を
理解し，適切な方法で実施
している

感染防止策の目的と根拠を
理解し，適切な方法で実施
している

感染防止策の目的と根拠を
理解し，実践している

感染防止に関する基本的知
識・技術（スタンダードプ
レコーション）を根拠とと
もに理解し，実践している

感染防止に関する基本的知
識・技術（スタンダードプ
レコーション）を理解し，
実践している

39
関係法規及び各種ガイドラ
インに従って行動する

関係法規及び各種ガイドラ
インに従って行動している

安全な環境の確保のため
に，関係法規やガイドライ
ンに従って行動している

安全な環境の確保のため
に，関係法規やガイドライ
ンに従って行動している

医療安全に係る関係法規や
ガイドラインを調べ，その
内容をもとに行動している

安全なケアに必要な環境が
分かり，安全確保に留意し
行動している

40
保健・医療・福祉チームに
おける看護師及び他職種の
機能・役割を理解する

保健・医療・福祉チームに
おける看護師及び他職種の
機能・役割を理解している

保健・医療・福祉チームに
おける看護師の機能・役割
を理解している

保健医療福祉に関する専門
職の機能・役割を理解して
いる

地域社会の保健医療福祉に
関する職種とその役割を理
解している

看護の専門職と業務，関連
する法令について理解して
いる

41
対象者をとりまく保健・医
療・福祉関係者間の協働の
必要性について理解する

対象者をとりまく保健・医
療・福祉関係者間の協働の
必要性について理解してい
る

対象者と，対象者をとりま
く保健・医療・福祉関係者
間の情報共有や連携・協働
の必要性について理解して
いる

援助の対象者をとりまく専
門職の機能・役割を理解す
る

地域社会の保健医療福祉に
関する職種とその役割を理
解している

保健医療福祉の関係職種と
その役割を理解している

42
対象者を含むチームメン
バーと連携・共有・再検討
しながら看護を実践する

対象者を含むチームメン
バーと連携・共有・再検討
しながら看護を実践してい
る

対象者を含むチームメン
バーと情報共有や連携の必
要性について理解し実践し
ている

対象者とのかかわりや相互
作用の内容はメンバーで共
有し，連携しながら看護の
実践をしている

援助の場面において，対象
者とのかかわりや相互作用
の内容はメンバーで共有
し，看護実践に生かそうと
している

職能を発揮するために，
様々なメンバーが連携し関
わっていく必要があること
を理解している

43

地域包括ケアシステムの観
点から多様な場における看
護の機能と役割について理
解する

地域包括ケアシステムの観
点から多様な場における看
護の機能と役割について理
解している

地域包括ケアシステムの観
点から様々な場における看
護師の役割を考えている

地域包括ケアシステムの観
点を持ち，様々な場におけ
る看護師の役割を考えてい
る

地域社会の保健医療福祉に
関する職種とその役割を理
解している

多様な人々が地域社会の中
で，サービスや環境を生か
し生活していることを理解
している

44
日本における保健・医療・
福祉の動向と課題を理解す
る

日本における保健・医療・
福祉の動向と課題を理解し
ている

日本における保健・医療・
福祉の現状と成果から，今
後取り組むべき課題を考え
ている

保健医療福祉に関する専門
職の機能・役割を理解して
いる

保健・医療・福祉の現状を
知り，社会の形成者として
よりよくするために必要な
ことを考えている

社会における自立のための
生活や健康に関する支援策
を理解している

45
諸外国における保健・医
療・福祉の動向と課題を理
解する

諸外国における保健・医
療・福祉の動向と課題を理
解している

諸外国における保健・医
療・福祉の動向を理解し，
今後取り組むべき課題を考
えている

保健医療福祉に関する専門
職の機能・役割を理解して
いる

保健・医療・福祉の現状を
知り，社会の形成者として
よりよくするために必要な
ことを考えている

社会における自立のための
生活や健康に関する支援策
を理解している

Q.継続
的な学
習

46

看護実践における自らの課
題に取り組み，継続的に専
門職としての能力の維持・
向上に努める必要性と方法
を理解する

看護実践における自らの課
題に取り組み，継続的に専
門職としての能力の維持・
向上に努める必要性と方法
を理解している

看護実践における自らの課
題に取り組み，継続的に専
門職としての能力の維持・
向上に努める必要性と方法
を理解している

看護実践における自らの課
題に対して，取り組み，継
続的に専門職としての能力
の維持・向上に努める必要
性と方法を理解している

看護実践に自ら課題を見出
し取り組み，必要性に応じ
て課題解決に必要な能力の
向上および改善に努めてい
る

自ら見出した課題に計画的
に取り組み，必要性に応じ
て課題解決に必要な能力の
向上および改善に努めてい
る

47
看護の質の向上に努める必
要性を理解する

看護の質の向上に努める必
要性を理解している

看護の質の向上のに必要な
ことを知りそれらを自ら実
践に生かそうとしている

看護実践に自ら課題を見出
し取り組み，質の向上のた
めに改善策を考え，実践に
生かそうとしている

看護実践を対象者の立場か
ら振り返り，今後の改善に
生かそうとしている

看護実践の目的とその達成
度をはかることから，実践
が対象に与えた影響を考え
ている

48

看護実践に新たな技術やエ
ビデンスに基づいた知見を
活用し，批判的吟味をして
いることの重要性を理解す
る

看護実践に新たな技術やエ
ビデンスに基づいた知見を
活用し，批判的吟味をして
いることの重要性を理解し
ている

看護実践に新たな技術やエ
ビデンスに基づいた知見を
取り入れ，批判的吟味を含
めその成果をはかっている

看護実践に新たな技術やエ
ビデンスに基づいた知見を
取り入れ実践し，目的の達
成度をはかりながらその成
果を見出している

エビデンスに基づく看護実
践を考え，実践し，目的の
達成度をはかりながらその
成果を見出している

看護実践の目的とその達成
度をはかることから，実践
が対象に与えた影響を考え
ている

卒業時の到達目標

ありたい姿(段階)

Ⅴ
群
　
専
門
職
者
と
し
て
研
鑽
し
続
け
る

基
本
能
力

R.看護
の質の
改善に
向けた
活動

L.終末
期にあ
る対象
への看
護

Ⅲ
群
　
健
康
の
保
持
増
進
，
疾
病
の
予
防
，
健
康
の
回
復
に
か
か
わ
る
実
践
能
力

看護
師の
実践
能力

構成要
素

J.急速
に健康
状態が
変化す
る対象
への看
護

K.慢性
的な変
化にあ
る対象
への看
護

Ⅳ
群
　
ケ
ア
環
境
と
チ
ー

ム
体
制
を
理
解
し
活
用
す
る
能
力

N.安全
なケア
環境の
確保

O.保
健・医
療・福
祉チー
ムにお
ける多
職種と
の協働

P.地域
包括ケ
アシス
テムに
おける
看護の
役割
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「学びの過程」は，段階Ⅰ-A-1-5「対象者の状態を，各機能の正常異常とその影響を踏

まえて総合的に考え，判断している」のように表し，ありたい姿や，「学びの過程」全体

からみた位置付けを確認することができる。 

各段階に表すありたい姿は，学校の教育目標や教育課程（各学年に配当される科目や単

位数）等，各学校の実態に即し設定していく必要があるが，「学びの過程」を生徒自身や

教師，保護者や学校関係者と共有し活用していくことで，自らの学びのありようを把握す

ることや，生徒の良さを引き出す学習環境を構成するための手がかり，生徒を見るヒント

として役立てることができる。 

 

３ 「学びの過程」の活用 

 ここでは，目的や場面に応じ活用していくことについて説明する。 

 

（１）生徒自らが見通しを持ち意欲的に取り組んでいくために 

高校生の自己肯定感の低下が指摘され，生徒自らが積み上げてきた成長や学びの実感を

持つ機会の必要性が挙げられている。「学びの過程」により自らの学びを確かめながら学

びを振り返り，目指す資質・能力がどのくらい身に付いてきたか，身に付けていけばよい

か，学びを自己調整していくための羅針盤として用いることができる。 

例えば，学科のオリエンテーションや授業ガイダンス等の機会に配布し，看護師として

身に付けたい資質・能力をイメージしていくための資料にしたり，学年・ターム等の区切

りに，看護師に求められる実践能力について，どの程度身に付いたか，振り返り確認する

指標としたりすることができる。 

「学びの過程」は，到達目標の数が膨大で専門用語も多い。誰もが理解し活用できるよ

う，必要部分を抜粋したり，言葉を分かりやすくしたりする等，目的に応じ工夫し作成し

ていくことが大事である。 

 

（２）学びの段階に応じた指導の工夫のために 

臨地実習において，看護過程を展開していくことにより患者（援助の対象者）の現状に

は目が行くが，未来（退院して地域社会で生活する，等）を見通した援助策を考えていく

のは難しく，教員は多くの働きかけが必要になっているという現状も指摘されている。そ

こで，「学びの過程」を学習経験の積み重ねとして読み解き，働きかけ方の工夫として活

用する方法を検討した。 

図 2-2は，看護師の実践能力Ⅰ群：ヒューマンケアの基本的能力，構成要素 A.：対象の

理解 を抜粋し解説を加え示したものである。 
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図 2-2 構成要素 A.対象の理解に関するありたい姿 

 

到達目標３は対象の総合的理解に関することで，段階Ⅰ-A-3-1は「自己及び他者の心理

的・社会的特徴に関する情報を集め，科学的な根拠と結びつけ理解している」，段階Ⅰ-

A-3-2は「援助の対象者について身体的・心理的特徴に関する情報を集め，科学的な根拠

のもと理解している」と表されている。 

ありたい姿は，段階１では自己及び他者，段階２では援助の対象者，について理解して

いる姿となっている。他の到達目標に関しても，自分，身近な関わりのある人々，援助を

行う対象となる人と，視点を広げながら学習や経験を積み上げていく順序性を窺い知るこ

とができる。対象者のその人らしさに気付き，総合的に理解していくために，自分や身近

な人の理解を促進する学習経験を充実させていくことは，有効な手立てと考えられる。 

「学びの過程」について，到達目標の段階ごとの変化（系統性）や，複数の到達目標に

みられる段階の共通性（関連性）を見直してみることで，これまでどのような学習経験を

積み上げてきたのか，今後どのような学習経験が必要であるかを考察する手がかりも得ら

れる。 

 

（３）日々の授業における活用 

① 各科目で身に付けた資質・能力の確認のために 

ここでは，日々の学習活動において育成したい資質・能力と，「学びの過程」を関連付

け，授業改善を図っていくことについて取り上げていく。 

指導にあたっては，単元や学習のまとまりごとに，目標・評価規準を設定し，学習活動

を計画し実施していくことになるが，この単元の目標と「学びの過程」における段階を関

連付けることにより，単元を通して育成したい資質・能力がどのような看護師の実践能力

の育成に繋がっているかも同時に確認することができる。 
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図 2-3は，「成人看護」の単元「成人の生活と健康の特徴」について，学習指導要領を

踏まえて目標を設定し，「学びの過程」の段階との関連付けを試みたものである。  

 本単元は，学習活動を通して，段階Ⅱ-E-12-2「健康状態のアセスメントに必要な客観

的・主観的情報を，情報の意味を考えながら収集している」，段階Ⅱ-E-13-2「対象者から

様々な情報を収集し，整理した上で情報を解釈している」，を目指すものである。同時

に，看護師の実践能力Ⅱ群「根拠に基づき，看護を計画的に実践する能力」の育成を目指

すものであると意味付けることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 2-3 単元の目標と段階，看護師の実践能力との関連付け（単元「成人の生活と 

健康の特徴」の場合） 

 

 

 

 

各科目の学習活動が，未来のどのような看護師の実践能力の習得に繋がるものかを明ら

かにすることで，学習の意味や今後の学びの見通しを知る機会となる。生徒にもあらかじ

め，意味付けを説明しておく。  

また，段階として表すことで，看護師の実践能力を身に付けていこうとする生徒につい

て，ありたい姿が捉えやすくなり，他教科・科目との関連性も見いだしやすくなる。 

例えば，段階Ⅱ-E-12-2「健康状態のアセスメントに必要な客観的・主観的情報を，情

報の意味を考えながら収集している」 は，「基礎看護」の単元「バイタルサイン測定」に

おいて目指すありたい姿と重なると想定される。教員は，担当した授業（単元）の内容や

目標・学習活動とともに，関連のある段階も明確にして共有しておくとよい。 

・注１ 詳細は （指導例１）➡p28 を参照 

・注２ 単元の目標は，（1）知識・技術，（2）思考・判断・表現，（3）学びに向かう力，人間

性等，の三つの柱で示している。 
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② 着実な学びのための手立てとして 

生徒への個別指導のための活用法としては，段階に着目することがある。 

例えば，単元「成人の生活と健康の特徴」において，インタビューで収集した情報を，

情報整理シートにうまく整理できない生徒がいた場合は，段階Ⅱ-E-12-2「健康状態のア

セスメントに必要な客観的・主観的情報を，情報の意味を考えながら収集している」に到

達できていない状態と考えることができる。 

その際は，1つ前の段階Ⅱ-E-12-1「健康状態のアセスメントのために，客観的・主観的

情報を収集している」に着目し，インタビューの目的，そのために必要な情報は何か再度

考えるよう働きかける等，指導の手立てとすることができる。 

このように，教員は生徒の到達度を把握し，生徒が身に付けている資質・能力につい

て，現在持っているものを引き出せるよう働きかける必要があるが，「学びの過程」を読

み解くことで，その手立てとして活用することができる。 

 

（４）教育活動全体を見通した視点での活用 

高度多様化する医療技術に合わせ，学習内容を拡充し専門性を高めていく必要がある一

方，限られた時間で学習効果を最大化できるよう，カリキュラム・マネジメントの視点

で，教育活動や時間の配分等を再検討していく必要がある。 

  

①  学校（学科）の目標との関連性において 

 図 2-4は，Ａ高等学校看護科について，学校目標および看護科の目標の例を示したもの

である。例えばＡ高等学校看護科は，【目指したい姿】２ に「必要とされる看護実践能力

を身に付けている」を挙げて

いる。 

この場合には，学校が目指

す目的や目標の実現に向けた

看護科の評価指標の一つとし

て，「学びの過程」を用いるこ

とができる。 

 

 

② 他教科，他科目とのつながりを意識するために 

表 2-2は，「学びの過程」の，看護師の実践能力Ⅰ群：ヒューマンケアの基本的能力，

構成要素 A.：対象の理解を抜粋し，さらに，低学年を中心に，関連のある他教科・科目例

を加筆したものである。段階に表すありたい姿をもとに，あらかじめ他教科との関連性を

把握することで，内容の重複を避ける，学習内容の順序性に配慮する等，カリキュラム・

マネジメントに留意した指導計画の立案が可能になる。 

図 2-4 Ａ高等学校看護科教育目標（例） 
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表 2-2 「学びの過程」と関連のある科目例 

 

また，様々な教科・科目の担当者が，担当科目が看護師の実践能力とどのような繋がり

があるのか等，関連性を見いだしやすく，生徒の成長を促す関わりの参考にすることがで

きる。担当科目や活動等について，関連する段階に〇を付け共有し意識付けていく等，カ

リキュラム・マネジメントに繋げられるよう工夫し活用していただきたい。 

 

③ 地域や家庭との協力体制構築に 

 「学びの過程」を地域・保護者等関係者と共有し，生徒理解を深め，連携を深めていく

方策として活用することもできる。今般，医療施設での実習に限界があることや，「地

域・在宅看護論」において，地域での生活者としての人々の理解が必要とされていること

もあり，保護者や地域との連携の機会が増えている。 

連携のために目標や学習活動の目的等を説明するにあたり，関連するありたい姿を示す

ことで，相互理解に役立てることもできる。 

 

４ 活用にあたって留意したいこと 

作成にあたり，複数の段階の共通性（縦の共通性）を持たせたり，段階１，２や段階

４，５といった，段階をまたぐ共通性（横の共通性）を持たせたりしている。段階が一様

に変化するものではなく，さらに細かい段階が必要とされる場合もある。 

「学びの過程」を活用し，生徒一人ひとりの到達度を見極め指導の改善や成長の手助け

をしていくためにも，「48 項目のうち●項目で達成できた」等，数値の解釈にとどまらな

いよう留意する。  

「学びの過程」のデータ版は，下記ＵＲＬからダウンロードすることができます。ご活用ください。

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/shinkou/kango/index.htm 
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第３章 教育課程実施・改善のための取組について 

 

教育課程の実施にあたっては，生徒に育成を目指す資質・能力が適切に育まれているかを

把握し，教育の内容や方法，時間数の妥当性を検討し，成果検証を行いながら，組織的・計

画的に取り組む必要がある。 

ここでは，各学校における教育活動の質向上を図るための，カリキュラム・マネジメント

の在り方について述べる。 

 

１ 組織の体制整備 

高等学校には，教育目標に応じて様々な学科・コース等が設置され，それぞれ教育課程を

編成し実施している。複数の学科・コースを持つ学校は複数の教育課程を編成する必要があ

るため，教育課程検討のための組織は，様々な立場の教員がメンバーとなり構成される。 

図 3-1 は，ある高等学校における教育課程編成に関する校内での組織体制とその動きを

示したものである。この学校にお

いては，教育課程を定期的に検討

する「教育課程委員会」が設置さ

れ，２年以上前より新教育課程 

編成の検討を行っている。 

変更となる前々年度に教育課程

が決定されたら，前年度は次年度

実施に向けて，教材や人的物的環

境等の具体的整備，地域との連携

体制の強化等を行っている。 

特に高等学校は，学校ごとに

様々な特徴がある。教育課程に

関する組織を常時設け，定期的に教育課程の見直し・評価を行い，常に柔軟に対応する体制

づくりが必要である。同時に，日々の教育実践や看護科の運営に必要な事項が教育課程に反

映されるよう，管理職や教員，外部指導者等，様々な立場の人をつなぐ専門性の高いミドル

リーダーを着実に養成しておく。 

教員は，組織の一員として，日頃からカリキュラム・マネジメントの視点を持ち，学校の

教育課程を見つめ直すことが必要である。 

 

２ 相互理解促進のために 

学校の強みを生かし教育効果を最大限に挙げていくための相互理解促進としては，次の

ような取組が考えられる。 

高等学校では，教員や保護者以外にも，養護教諭，カウンセラー，事務員等，様々な立場

図 3-1 教育課程編成に関する組織と動き（例）  
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から生徒と接し，関わりを持っている。それぞれの関わりから得たものを共有し，育成を目

指す資質・能力を育むために方策を練り，実践し，成果を見取っていくことが必要である。

教育の質的向上を図るための目標（テーマ）を持ち，研究授業や協議を行うことも効果的で

ある。 

参集・協議の機会が難しい場合は，授業公開週間を位置付ける，ＩＣＴを活用し，日ごろ

から授業の資料や動画をクラウド上で共有していく等，環境づくりを行う。教員も，自分の

関わる生徒がどのような学びをしていくかについては非常に高い関心と課題意識を持って

いる。生徒の目標に向かって取り組む姿を基に交流を持つ機会とすることで，活発な協議が

期待できる。  

  

３ 各教科・科目において取り組むための工夫 

 看護科の教員は，高等学校及び看護師等養成所の教員としての資質及び専門性の向上に

努め，質の高い看護基礎教育を推進していく必要がある。 

各学校においては，育成を目指す資質・能力の方針，教育課程の編成及び実施に関する

方針，入学者の受入れに関する方針 11）に基づき，学校全体の教育活動の組織的・計画的な

改善を行うことが求められてきている。第２章で述べた通り，学校が育成を目指す資質・

能力は，教育課程に関連するあらゆる活動と関連しながら育まれる必要がある。 

日々の学習活動においても，育成を目指す資質・能力がどのように育まれているか，成果

を確認していく必要があるため，学習評価を充実させ，さらに，着実に身に付けるための指

導改善を行うことが求められる。 

専門教科「看護」については，高等学校学習指導要領に定める各科目の目標に準拠した評

価を実施するために，目標の実現の状況を，「知識・技術」，「思考・判断・表現」，「主体的

に学習に取り組む態度」の観点から，それぞれ分析的に捉え評価することとしている。 

具体的には，観点別学習状況を評価するために，資料やポートフォリオ等を収集し，評

価の観点の趣旨のもと評価を行い総括していくものであるが，あらかじめ，各観点におけ

る評価を，いつ，どのように行うのか，評価の計画を立て，指導と評価の一体化を図るこ

とが大切である 12）。 

（指導例１）➡28 頁 は，評価の計画を立て，観点別評価の方法を研究したものである。学

習評価の充実により，授業のねらいに即した学習活動であったか，また，生徒一人ひとり

の達成状況に応じた関わり方をどのように行っていくか，指導の改善が期待される。 

 

 
 11）学校教育法施行規則第百三条の二 

高等学校は，当該高等学校，全日制の課程，定時制の課程若しくは通信制の課程又は学科ごと

に，次に掲げる方針を定め，公表するものとする。 

一 高等学校学習指導要領に定めるところにより育成を目指す資質・能力に関する方針，二 教育

課程の編成及び実施に関する方針，三 入学者の受入れに関する方針 

12）平成 31 年１月 21 日中央教育審議会 初等中等教育分科会 「児童生徒の学習評価の在り方について

（報告）」 
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第４章 臨地実習の効果的な実施について 

 

令和３年４月１日に改正された指定規則の別表においては，対象の多様性・複雑性に対応

した看護を創造する能力の育成の観点から，各教育内容の臨地実習の単位数について，一定

数以上のものについては各学校の実態に応じ定めることができるようになった。 

５年一貫看護師課程においては，別表 3-3 に基づき，看護臨地実習 26 単位のうち，教育

内容に位置付けられた 17単位以外の９単位分は，各学校の裁量で設定することができるよ

うになった。臨地実習の在り方について，各学校の実態に即した工夫や改善が求められてい

る。 

ここでは改めて，臨地実習（学習指導要領では，科目「看護臨地実習」）の目標「各科目

において育成した資質・能力を統合して活用することにより，看護の理論と実践を結び付け，

臨地における看護実践力を身に付けていく」の達成を目指し，留意点や方策を検討する。 

 

１ 指導計画立案にあたって 

臨地実習は，校外での学習活動として数週間にわたり実施されることも多いため，授業が

行えない科目の時間数の確保や，学校行事や部活動といった，学校全体の指導計画との調整

を図り実施していく必要がある。 

生徒は，実習前の事前課題や演習，実習施設への行き方の確認・心身を良好に保つこと等，

多くの時間が必要となるため，学校全体で実習スケジュール・方法について共通理解を図り，

生徒を支援していく体制を整える。また，どの教育活動も人間形成の貴重な機会であること

から，他科目の授業時間数を削減することにならないよう，調和を取りながら予定・調整し，

実施できるよう配慮する。 

キャリア教育の視点でも，臨地実習は低学年から実施され，学習意欲の向上や看護観，倫

理観の醸成の機会としての意義が大きい。臨地実習の取組について，自ら課題を設定し適宜

振り返りながら，今後の生き方や在り方を考える機会も設け指導していく。 

 

（１）臨地実習の計画 

臨地における看護実践力を着実に育成していくためには，指導計画上の実習の位置付け，

目的・目標とともに，看護臨地実習においてどのようなことを学んでいくのか見通しを持た

せるために，臨地実習の予定や方法等を実習要項等で明示するとともに説明を加えながら，

５年間の見通しを持つための働きかけをする必要がある。 

表 4-1 は臨地実習計画表の例である。実習のねらいや方法を一覧にして明示しておくこ

とで，生徒の主体性を喚起し，今後，どのような対象に出会い理解を深め，援助の実際を学

ぶか，あらかじめ知ることができる。対象の特性や多様性を学ぶ，という臨地実習の重要な

目的に気付く機会にもなる。 
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 表 4-1 臨地実習計画（例） 

 

（２）評価方法の検討 

各実習においては，ねらい（目的）や到達目標に適した実習施設・方法等を検討し計画・

実施していくことになる。実習方法は様々な要因（感染症の拡大，自然災害等）により変更

を生ずることもある。常に実習のねらい（目的）や達成度について，学年全体・施設ごと・

実習期間ごとに確認していき，変更が生じた場合は施設間で学習の成果に差が生じないよ

う，達成度を全体で共有しながら工夫し指導していく必要がある。 

学
年 

時期 
（月） 

実習 
単位数 

実習 
場所 

実習のねらい・内容 受け持ち対象と
なる方・状態 

患者・看護の理
解方法 

※事前・事後学習含

む 
高 
校 
１
年 

 
基礎看護学 
●単位 

 看護職が地域の保健活動に関わっている様子を見学し，援助の

実際を知るとともに，参加している住民の方と話し，健康観や

願いを知る。 

 会話・様子の振り
返り 

高 
校 
２ 
年 

 基礎看護学 
 ●単位 

 看護師とともに日常生活援助や診療の補助場面に参加し，これ
までに学んだ知識・技術がどのように提供されているかを学
ぶ。 
医療チームの一員として看護を実践するために必要な知識・技
術・態度を養う。 

日常生活援助が
必要 
コミュニケーシ
ョンが図れる 

援助場面での会
話・様子の振り返
り 

 
 
 
高 
校 
３ 
年 

 基礎看護学 
 ●単位 

 健康障害により入院生活を送る対象および家族に対し，看護の
実際を通じて日々の看護の過程を展開するための基礎的な能
力を養う。 

日常生活援助が
必要 
コミュニケーシ
ョンが図れる 

状態に合わせた
援助計画の立案・
実施・振り返り 

 老年看護学 
●単位 

 様々な健康レベルにある高齢者との関わりを通じて，加齢変化
や健康上の問題が高齢者の日常生活にどのように影響を及ぼ
しているかを考え，高齢者への看護援助を実践できる能力を養
う。 

65歳以上で，継
続的に日常生活
援助が必要 

看護過程の展開 

 成人看護学 
●単位 

 患者の身体的・精神的・社会的特徴および成人期の特徴をふま
え，あらゆる健康レベルにある対象を総合的に理解するととも
に，疾病や治療・年齢の特性に応じて展開される看護について
体験を通して学習し，適切な看護援助を行うための能力と態度
を習得する。 

概ね 6 5歳以下
で，継続的に日
常生活援助が必
要 

看護過程の展開 

 
 
 
専 
攻 
科 
１ 
年 

 成人看護学 
  ●単位 
 

 急性期（周手術期）・回復期・慢性期・終末期など様々な健康
状態にある成人およびその家族を対象とし，看護過程の展開を
通して対象を全人的に捉えた適切な看護活動を学ぶ。 
各期におけるチーム医療の実際について，体験を通して理解す
る。 

成人期にあり， 
急性期・回復期
にある 
慢性疾患が急性
増悪した状態に
ある 

看護過程の展開 
 

 老年看護学 
  ●単位 

 高齢者の加齢変化と疾病に伴う日常生活の障害について理解
し，高齢者が生活者としていきいきと暮らすために，もてる力
を最大限に引き出し，自立とQOLの向上を目指した看護実践を
学ぶ。 
老年期における医療・看護・福祉との連携を理解し，看護の継
続性について考察する。 

65歳以上で日常
生活援助が必要 
 

看護過程の展開 

 
 
 
 
 
 
 
 
専 
攻 
科 
２
年 

 地域・在宅
看護論 
●単位 

 地域で生活しながら療養している対象者や家族の状況を理解
するとともに，在宅療養者への看護の特徴を理解した上で，QO
Lを高めるための看護の役割および援助の実際を学ぶ。 
地域包括ケアシステムの観点から，社会資源を活用し多様な場
で展開される看護の機能や役割について考察する。 
 

地域で生活しな
がら療養してい
る方，及び取り
巻く人々 
 

訪問看護記録 
看護過程の展開 
 

 小児看護学
 ●単位 

 保育活動を通して 健康な子どもの成長・発達と生活を理解し，
健全に成長・発達していくことを援助するための基礎的な実践
能力を養う。 

３歳未満 
 
３歳以上 
 

担当児クラスの
援助計画 
５歳児対象の保
健指導 

  小児各期の成長発達を理解し，健康問題のある小児とその家族
に対する適切な看護実践を学ぶ。 

感染症法に定め
られた感染症罹
患児を除く小児
とその家族 

看護過程の展開 
 

 母性看護学 
  ●単位 

 マタニティサイクルにある女性と新生児の生理的特徴を踏ま
え，妊婦・産婦・褥婦・新生児の適切な看護ケアの知識と技術
を習得する。また，母性看護を行うために必要な基礎的な実践
能力を養う。 

正常分娩の産婦
の分娩期 
正常な経過をた
どる褥婦とその
新生児 
 

看護過程の展開 
 
 

 精神看護学 
  ●単位 

 精神症状を持つ人の日常生活及び社会生活における課題や家
族について理解し，対象に応じた看護基礎能力と態度を養う。 

自立に向けてセ
ルフケアの援助
が必要 

看護過程の展開 
プロセスレコー
ド 
 

 看護の統合
と実践 

  ●単位 

 看護の専門的な知識・技術を統合し，患者が必要としている援
助について安全管理や多職種との連携などを考慮しながら，よ
り実践に即した形の体験を通して基礎的な看護実践力を養う。 

複数患者（２
人） 
複数患者のうち
１人は実習期間
中に継続して受
け持つことが可
能な患者 

複数受持ち実習 
チームメンバー
実習 
看護管理実習 
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評価の方法は，実習を通して，生徒の何を育てたいのかを明確にした上で，評価の時期を

定め検討を行う。評価者間の評価基準・方法は統一する。評価は，生徒の成長を支えるもの

である。評価結果について，必要時個別の指導の機会を設け補習を行う等，学習の成果が着

実に得られるよう，個別指導による補足・振り返りの機会をあらかじめ想定し，指導計画を

立案する。 

   

（３）指導計画に応じたグループ編成 

生徒は実習に向けて，既習知識・技術を習得して臨めるように努力を行い，実習中は支援

のもと，実習心得や留意事項を誠実に遵守し，行動することが求められる。実習グループは

習熟度や実習経験に応じて編成していくが，グループメンバーや実習指導者との相互作用

も考慮し，長期的な視野で配置を考える。また，実習施設の変更，年度当初の生徒・教員の

入れ替わり等の際に，適宜体制を見直し，改善を図る。 

 

２ 指導体制の整備 

 臨地実習は校外の多様な場で実施される。生徒の成長を支えるために，関係者が一丸とな

って支援できるように体制を整えることが求められる。 

保護者や実習施設との連携の進め方について，特に実習で問題となりやすい個人情報漏

洩の予防のための進め方を例に説明する。 

 

連携のための体制づくりにあたっては，学校の方針を基に，生徒の準備段階（学習進度）

に併せて行うこと，文書等を用い，学校の指導体制や対応を分かりやすく説明すること，文

書の署名・提出の場合も形式的にならないようにすること，等に留意する。また，着実な連

携を進めていくために，学校として引き続き生徒や保護者，関係者に啓発を行いながら進め

る。 

個人情報漏洩予防のための連携の進め方 

（1）保護者との連携 

①保護者 

初めて実習に行く学年は，事前に保護者説明会を開催する。個人情報の漏洩を防ぐ必要性と学

校としての対応，生徒・保護者に求められる対応等について，文書とともに説明を行う。説明後，

確約書に署名し，提出してもらう。 

次年度以降も毎年，生徒を通じて保護者に渡し，署名・提出してもらう。 

②生徒に対して 

実習前オリエンテーションの時に個人情報の漏洩を防ぐ必要性と対応について説明し，その

場で確約書に署名してもらう。  

意識付けになるよう，毎年，個人情報の漏洩を防ぐ必要性と対応の説明を行い，確約書を提出

してもらう。 

（2）実習施設との連携 

実習施設には，学校の方針について文書を用いて説明するとともに，校長名の誓約書，実習生

の確約書を提出する。 
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（１）保護者との連携 

実習中は，家庭から直接実習施設に行く場合もある。保護者にも実習の目的や留意点を丁

寧に説明し，学校外での継続的な実習であるため，生徒の健康管理や，実習中の生活上の留

意点，個人情報漏洩防止等，十分な配慮を依頼する。 

臨地実習について，保護者説明会の開催や，保護者あて文書の配布による丁寧な説明を積

極的に行う。説明は，生徒への実習指導と並行して行うと効果的である。ＩＣＴを活用し文

書の共有や説明動画の配信等が可能であれば，さらに多くの相互理解の機会が得られる。保

護者にとって，実習における配慮事項や必要性の理解に時間がかかる場合もあるので，丁寧

に説明し着実に理解を得て，効果的な実習としていくための協力体制を構築していく。 

 

（２）実習施設との連携 

 実習施設は実践の場であることから様々な状況が想定される。安全な実習の場とするた

めに，実習に関わる部署・担当者間の連絡会を定期的に開催し十分に合意形成を図り，準備

を進める。実習目的や実習施設により，実習指導者が生徒に関わることのできる時間・場面

は様々である。教員は状況を考慮しながら，実習指導者と協働し，適切に役割分担をして指

導していくために，連携体制を整えておく。 

指導体制における確認事項としては，以下のような内容が考えられる。 

 

１．学校と施設との連携体制（臨地実習調整者の役割等も示すことが望ましい） 

２．臨地実習指導者と教員との連携体制 

３．実習中の安全管理体制（感染対策，事故対策，災害時の対応，倫理的配慮・個人情

報及びプライバシーの保護について，等） 

４．実習施設について，遠方となる場合の配慮，指導体制 

５．心身の状態に合わせたフォロー体制  

 

施設側が定める利用規程や実習生の受け入れ方針等を基に，実習指導者や関係者と連携

を図りながら確認し，実習を協働的に進めていく。また，特別な配慮を要する生徒の指導に

あたっては，配慮事項やその範囲を事前に確認し，施設側とも協議を重ね実施していく。と

くに，３．実習中の安全管理体制 については，生徒の自己管理能力を高め，発揮できるこ

とを目指す。（指導例２）➡40 頁 は，「医療安全」「情報管理」に関する座学・演習と関連性

を持たせ，工夫した実践である。校内での実習や日常生活等，様々な場面に当てはめ行動す

ることを目指しており，時期・場面を捉えた指導の効果が得られるものとなっている。 

 

(３) 校内連携のために 

実習中は校内に，看護科教員が不在となる場合もある。全関係者が共通に認識し，校内に

おける連携体制を図っていくためにも，実習要項等を活用し，関わる全ての人々に理解を求

める。表 4-2のように，実習前・中・後の指導の実際を示しておくと理解を求めやすい。 
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表 4-2  臨地実習における看護教員の役割 
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（岡山県高等学校教育研究会看護部会「臨地実習における看護教員の役割」に一部加筆） 
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臨地実習に向けた様々な準備がなされることは全教員に周知し，担任や学年担当とも連

携し，見通しを持ちながら進めていく。「どこで，どの生徒が，どんな実習を，どんな体制

で」行っているか，具体的に示し積極的に連携を図る。 

 

３ 引率教員の心得 

 教員は，生徒一人ひとりの成長・発達の可能性を信じ，日々の生徒の体験や実習状況を確

認し，その生徒に適した関わり方をする必要がある。また，生徒が実習の目的や目標を見失

わないように，患者の状態と既習事項を繋げ，自ら新たな学習課題に気付くことができるよ

うに支援する。生徒が患者や医療スタッフとの関係を形成し維持していくための支援も大

きな役割である。 

 

（１）生徒理解を深める 

生徒指導の根源は生徒一人ひとりの理解を深めることである。実習指導では，面識が少な

い生徒を受け持つ場合も多い。当該生徒と面識を持つと同時に，学年担当教員や養護教諭，

保護者から様々な情報を得て，生徒理解を深め，生徒の特性に合わせて指導できるよう準備

を進める。若手教員の経験不足を補う，実習指導者との共通認識を図る等，様々な効果を狙

い，実習場面に応じ想定されること等，あらかじめまとめておくとよい。 

（指導例３）➡48 頁 は，レジリエンス 13）を高め，意欲を維持し学びの継続につなげていく

ための工夫についての実践事例である。実習指導計画に位置付け計画的に実施することで，

実習に臨む生徒の不安軽減等効果を図ることができる。 

 

（２）指導者としての姿勢 

 教員が互いに報告・連絡・相談を行い指導の統一を図り，協働的に指導を行うことが大切

である。経験年数に応じたフォロー体制も整える。特に災害や事故等の問題発生時には，あ

らかじめ決めた方法で対応できるように体制を整え準備しておく。 

実際の指導にあたっては，生徒の距離を一定に保ち，共に学ぶ姿勢で臨み，心身の健康管

理に留意しながら，生徒の模範となるよう行動することが大切である。 

     

 

 

 

 

 

 

 
13) ネガティブイベントに遭遇し，一時的に窮地や混乱に陥っても，その経験を肯定的に乗り越え適応し，

再統合を図り，さらなる成長を果たす力，自己回復力 
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４ 指導上の工夫 

 看護臨地実習の指導に関連した様々な工夫について，取り上げる。 

 

（１）記録物等の指導・管理 

実習記録の作成は，思考過程を整理したり，看護実践を可視化したりするためにあり，看

護を学んでいくために欠かせないものである。生徒にとっては学びのための記録物である

が，看護師となった際には看護ケアの実践を記す法的に規定された記録物となる。 

また，記録物は患者の個人情報を多く含むため，管理責任が及ぶ。個人情報を含む記録物

について，施設外に持ち出すことなく記録できるように実習スケジュールを調整する等，配

慮が必要である。 

記録物をまとめるためには，看護過程を展開していくための専門的知識や思考力，表現力

が必要となる。生徒によっては，必要な情報をまとめて記載したり，文章に表現したりする

ことに困難を生じている場合がある。「読解力」「表現力」をはじめとする言語能力の育成は，

全ての教科等における資質・能力の育成や学習の基盤となるもの 14）であり，他教科・科目

と連携して教科横断的に取り組んでいくことで，様々な効果が期待できる。 

（指導例４）➡68 頁 は，「読解力」「表現力」の育成を目指し継続的な取組を行った指導例

である。多様な言語表現活動を取り入れながら，客観的で的確な記録とするための記載法や，

個人情報に関する取扱い方等も合わせ，指導していく必要がある。 

看護基礎教育においても，文章作成能力や読解力の向上，コミュニケーション能力の向上

のための教育の一層の強化が必要 15)とされている。例えば，実践を他の科目担当者等と共

有し，さらに，専門教科「看護」や，看護基礎教育に求められる資質・能力を伝えることが

できれば，様々な科目と連携し指導の充実を推進することができる。 

 

（２）学校と臨地実習をつなぐ演習の工夫 

 実習施設確保の困難さや感染拡大防止の観点から，施設における実習場所・時間の制限や

短縮・中止等も生じている。令和２年度はほとんど全ての学校で，年度当初に予定した臨地

実習の計画や方法に変更が必要となった。そのような状況でも実習のねらい（目的）が達成

できるよう，実習の場・方法・時間数等工夫し実施する必要が生じている。 

各校では，視聴覚教材やモデルの活用はもちろん，「病棟の看護師役を教員が演じる」「ス

タッフステーションを実習室に再現する」「出前授業として実習先の指導者を招聘する」等，

様々な工夫を凝らした実践が行われている。また，ＩＣＴを活用した実習の場・方法の工夫

もみられている。 

（指導例５）➡74 頁 は，ＩＣＴの様々な機能を活用して指導効果を上げた実践である。施

設設備・備品の整備はもちろん，生徒も教員も，普段から様々な場面において情報機器を操 

 
14) 文部科学省「高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説 総則編」 第 4章第 1節２，p.121  

15）厚生労働省「看護基礎教育検討会報告書」令和元年 10 月 15 日 p.３ 
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作活用する機会を持ち，積極的に IＣＴを活用していただきたい。 

また，臨地における実習が中止となったために，校内での代替実習が長期間にわたる場

合もみられた。校内実習によりじっくりと生徒の成長を見る機会があったという成果が得

られた一方で，「生徒のモチベーション維持が難しかった」「臨地で学べるはずのことが本当

に学ばせられたのだろうか」等の声も上がった。 

（指導例６）➡82 頁 は，校内実習と臨地実習の学びに継続性を持たせ，それぞれの学びの

場での学習活動を工夫し，課題解決力を高めた実践である。実習の日々の計画を予定通り進

めるだけではなく，時には立ち止まり，目標とする看護とのすり合わせを行う機会等も設け，

今後の学びに向けた意味付けをしていただきたい。 

感染症の蔓延等様々な理由で，実習施設での実習，対面による援助が困難となる場合も引

き続き想定される。そのような場合も，臨場感のある実習環境・人的資源の充実や，対象を

生活者ととらえ，その人らしさを尊重した援助を行うことができるよう，様々な学習を取り

入れ，工夫していく必要がある。 

（指導例７）➡92 頁 は，地域の社会資源や生活環境等を調べ，プロジェクト学習の手法を

生かして探究的に学んだ実践である。主体的に課題を設定し，対象者がその人らしく生活す

るための解決策を提案していくことは，対象を尊重した援助を展開する資質・能力を育むこ

とに繋がる。また，現代的な課題について，必要性を感じ調べたり，体験を基に考えたりし

て獲得した情報を基に，方策を提案するといった，探究的な学びでもある。看護実践能力を

育む貴重な機会として，促進したい。 

 

（３）キャリア形成のための援助 

臨地実習には，各科目で習得した知識と技術の深化及び統合を図ることに加え，課題解決

能力や学習の主体性を育てる機会としての役割がある。課題解決に向け，自ら取り組み学び

続けることは，「看護を志す者としての覚悟」や「専門職者への成長」に繋がるものである。   

教員は，生徒の学びの振り返りやキャリア・パスポート 16）等を活用しながら，臨地実習

を，自分らしく生きる力を身に付ける貴重な機会として，生徒と対話的に関わっていくよう

留意する。 

様々な理由で臨地での実習が行えなかった場合にも，ボランティアやインターンシップ

等，就業体験活動を積極的に行うための効果的な働きかけを行う。 

 

 

 

 

 
16) 新学習指導要領の特別活動においては，「学校，家庭及び地域における学習や生活の見通しを立て，学

んだことを振り返りながら，新たな学習や生活への意欲につなげたり，将来の生き方を考えたりする活

動を行う」際に，児童生徒が「活動を記録し蓄積する教材等を活用すること」とされた 

文部科学省ホームページ「キャリア教育」 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/index.htm  

25



 

第５章 参考指導例 

 

 これまでの章で触れてきた指導例を紹介する。なお，作成にあたっては以下の点に留意し

た。 

 

１．各指導例の〔指導項目〕は，高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）に示された科目

にそれぞれ位置付けられたものを示している。 

２．指導例は，各学校から実践例を持ち寄り，それらを改善の視点で見直し作成している。

したがって，実践の経過を示すだけでなく，指導計画について改善を加えて記載している

箇所もある。 

３．各事例の展開・ワークシート・評価項目等は例として示したものである。各学校の実態

に応じて再構成・作成等行い，活用していただきたい。 

  

 

  

26



 

 

27


